
2022 年度 学校評価（自己評価） 

 

◆ICT を活用する教養教育の実現 

ICT を活用した教育のデジタル化を推進し，従来からの教養教育を充実しました。そして中学部では

全員パーソナルコンピュータ必携化に取り組み，高校では各教科での探究活動や統計・プログラミング

学習にもとづいたデータサイエンスなど新しい時代にふさわしい学びを創造しました。 

 

◆文理を融合しグローバルな視点をもった多様な学びの空間の確立 

各教科や総合的な探究の時間等において文理を融合したグローバルな課題に取り組む探究的な学習

を推進しました。また新型コロナ感染症対策も一段落し，バンクーバー夏期語学研修旅行，ドイツ，フラン

スとの国際活動を展開し，部活動やプロジェクト活動等，教科外活動を活性化し，これらの取り組みを通

してグローバルな視点を持った多様な学びの空間を確立しています。 

 

◆キャリアデザイン教育の推進 

高等学院の特色を生かしたキャリアデザイン教育に取り組みました。学部モデル授業の実施，学院OB

などによる学部説明会などを始め，すべての学院生を対象にした学部説明会なども実施しました。学院

生が進学後も各学部・各分野で活躍できるよう中高大一貫教育を見据えたキャリアデザイン教育を推進

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2022 年度 保護者・生徒を対象とした学校評価アンケートについて 

 

今後の高等学院および高等学院中学部の教育をより良くするため，保護者・生徒を対象にしたアンケ

ートを実施しています。次に質問項目，アンケート結果の分析と改善点等を述べます。 

【質問項目】 

Ⅰ 学校全体の取り組みについて 

Ⅰ－１．高等学院は生徒の自主性・自立性の育成に努めている 

Ⅰ－２．高等学院は中学・高校と大学との連携に努めている 

Ⅰ－３．高等学院は国際交流の推進に努めている 

Ⅱ 学習指導について 

Ⅱ－１．指導方法を工夫し，質の高い授業が行われている 

Ⅱ－２．生徒の進度やレベルに合った授業が行われている 

Ⅱ－３．生徒一人ひとりの学力を伸ばす授業が行われている 

Ⅱ－４．適切な評価が行われている 

Ⅲ 生徒指導について （Ⅲ－４：生徒は高校のみ） 

Ⅲ－１．組主任は生徒の欠席・欠課・遅刻の状況を把握し，生活面の指導を適切に行っている 

Ⅲ－２．組主任は生徒の成績を把握し，学習面のサポートを適切に行っている 

Ⅲ－３．組主任は進級・進学などのルールについて，保護者・生徒へ適切に説明を行っている 

Ⅲ－４．組主任は学部・学科などの情報を保護者・生徒に提供し，適切に進路指導を行っている 

Ⅳ クラブ活動について 

Ⅳ－１．生徒の安全面に配慮した適切な指導が行われている 

Ⅳ－２．部長（顧問）は部員とコミュニケーションを取り，生徒の把握に努めている 

Ⅳ－３．部長（顧問）は部活動の内容について，保護者へ適切に情報を提供している 

Ⅴ 授業や勉強へのあなたの取り組みについて【生徒のみ】 

Ⅴ－１．私は授業に積極的に取り組んでいる 

Ⅴ－２．私は授業時間以外にも積極的に勉強をしている 

Ⅴ－３．私は授業時間以外にも積極的に取り組んでいるものがある 

  Ⅵ その他  

Ⅵ－１．高等学院は生徒の安全面に配慮し，施設安全，交通安全，災害対応，不審者対応等の対策と

環境整備を行っている。 



【アンケート結果の分析と改善点等】 

 

Ⅰ 学校全体の取り組みについて        （各項目 グラフ上段：保護者，下段：中高学院生） 

「そう思う」 「ややそう思う」 「どちらとも言えない」 「あまりそう思わない」 「そう思わない」 

 

〇質問項目Ⅰ－１．「生徒の自主性・自立性の育成に努めている」 

本項目については，肯定的な意見の比率は高く，本校の目指す教育理念が保護者・生徒とも共有され，

特に 202２年度は生徒の肯定的割合が増加し，中高生ともに自主性・自立性を持ち始めていると言える。 

〇質問項目Ⅰ－２．「中学・高校と大学との連携の推進に努めている」 

中高大連携の実践についての取り組みは，高等学院の特徴でもあり生徒・保護者ともに理解され浸透

していると言える。今年度は特に高校 3 年生が 6 ポイントアップした。 

〇質問項目Ⅰ－３．「国際交流の推進に努めている」 

202２年度は新型コロナウイルス感染症拡大も一段落し，高等学院の国際交流も徐々に復活していた。

高等学院は短期・長期海外留学に加え英語科・第二外国語科における国際交流そしてスーパーグローバ

ルハイスクール（SGH）の経験などを踏まえた国際交流推進しており，引き続き，保護者・生徒からの期

待が高い。 
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Ⅱ 学習指導について                （各項目 グラフ上段：保護者，下段：中高学院生） 

 

「そう思う」 「ややそう思う」 「どちらとも言えない」 「あまりそう思わない」 「そう思わない」 

 

〇質問項目Ⅱ－１．「指導方法を工夫し，質の高い授業が行われている」 

前年度との比較では数値的には若干の変動はあるが，例年のように肯定的な意見は，保護者・生徒と

も多い。引き続き，指導方法を工夫し，授業の質の向上に努めていく必要がある。 

〇質問項目Ⅱ－２．「生徒の進度やレベルに合った授業が行われている」 

 前年度と比較すると，中学部に肯定的意見の割合が上がった。多様な生徒達に対してきめ細かく指導

することが重要である。 

〇質問項目Ⅱ－３．「生徒一人ひとりの学力を伸ばす授業が行われている」 

前項目と比較すると，高校においては「どちらともいえない」のポイントが高い。多様な生徒達に対し

ての授業実施の難しさを感じる結果である。引き続き，各教員による授業の質の向上への努力が求めら

れる。 

〇質問項目Ⅱ－４．「適切な評価が行われている」 

例年と比較して数値の変動はあまりない。生徒・保護者とも「肯定的な意見」は多い。生徒に対して適

切な学習評価を行うことは非常に難しい。適切な評価を実現させるため，今後とも改善に努める必要が

ある。 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⅱ−4

Ⅱ−4

Ⅱ−3

Ⅱー3

Ⅱー2

Ⅱー2

Ⅱー1

Ⅱー1

Ⅱ：学習指導

5 4 3 2 1



Ⅲ 生徒指導について               （各項目 グラフ上段：保護者，下段：中高学院生） 

 

「そう思う」 「ややそう思う」 「どちらとも言えない」 「あまりそう思わない」 「そう思わない」 

 

〇質問項目Ⅲ－１．組主任は生徒の欠席・欠課・遅刻の状況を把握し，生活面の指導を適切に行っている 

〇質問項目Ⅲ－２．組主任は生徒の成績を把握し，学習面のサポートを適切に行っている 

〇質問項目Ⅲ－３．組主任は進級・進学などのルールについて，保護者・生徒へ適切に説明を行っている 

例年同様，以上の項目において「そう思う」が最も多い回答になっており，昨年と同様に，保護者・生徒

ともに高評価が得られている。新型コロナウイルス感染症拡大のための欠席・欠課対応も一段落した。生

徒に対する生活面・学習面でのサポート態勢が適切に組まれていることがこの結果からわかる。 

〇質問項目Ⅲ-４．組主任は学部・学科などの情報を保護者・生徒に提供し適切に進路指導を行っている 

新型コロナウイルス感染症拡大も一段落し，進学指導については，従来実施している学部説明会やモ

デル講義なども復活してきた。生徒たちへ早い段階から学部・学科進学の意識づけを行い，ミスマッチ

のない学部進学を含めたキャリアプランニング教育を推進していきたい。 
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 Ⅳ クラブ活動について              （各項目 グラフ上段：保護者，下段：中高学院生） 

 

「そう思う」 「ややそう思う」 「どちらとも言えない」 「あまりそう思わない」 「そう思わない」 

 

〇質問項目Ⅳ－１．「生徒の安全面に配慮した適切な指導が行われている」 

〇質問項目Ⅳ－２．「部長（顧問）は部員とコミュニケーションを取り，生徒の把握に努めている」 

〇質問項目Ⅳ－３．「部長（顧問）は部活動の内容について，生徒へ適切に情報を提供している」 

クラブ活動のすべての質問項目については，保護者・生徒ともに「そう思う」「ややそう思う」で高い比

率を占める。 

高等学院として，部活動においては，事故やけがなどの防止に心がけ，常に生徒の安全確保を最優先

する必要がある。また，部長（顧問）と生徒との間のコミュニケーションは重要性であり，この項目も肯定

的な割合が高い。今後ともより一層，部長（顧問）と生徒・保護者との連携を密にし，よりよい部活動を推

進して行きたい。 
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Ⅵ その他 

Ⅵ－1 質問項目 高等学院は生徒の安全面に配慮し，施設安全，交通安全，災害対応，不審者対応等の対

策と環境整備を行っている） 

 

「そう思う」 「ややそう思う」 「どちらとも言えない」 「あまりそう思わない」 「そう思わない」 

 

高等学院として，生徒の安全確保は最優先事項である。キャンパス内施設の点検，生徒の登下校の交

通安全対策，大地震に対する備蓄倉庫の整備等の災害対応，不審者対応の防犯・防災訓練の実施等を毎

年実施している。このような対応により，生徒・保護者からも肯定的に捉えられていると推察できる。 

以   上  
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